
 

Ⅱ 平成２９年度 埼玉県がん教育指導者研修会 

文部科学省委託事業「がんの教育総合支援事業」 

 
 

 

１ 趣   旨  

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対

する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるようにすること

が必要である。 
学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、その必要性を十分理解し、学習指

導の実践研究、普及啓発が行われるよう研修会を開催する。 

 

２ 開催日時   平成２９年９月５日（火） 午後１時２０分から午後４時４０分 

                       （午後１時００分から受付） 

３ 会  場     さいたま市民会館うらわ 

〒３３０－００６２  さいたま市浦和区仲町２－１０－２２ 

電話 ０４８－８２２－７１０１ 
４ 主  催   埼玉県教育委員会 

５ 参加対象者     
 (1) 公立小・中・高・特別支援学校の管理職及び教職員 

  （主幹教諭、体育・保健体育科担当教諭、養護教諭、保健主事 等） 
 (2) 市町村教育委員会の指導主事 等 
 
６ 日    程 

13:00 13:20 13:25     13:50           14:50  15:00               16:30    16:40 

受 
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事 

 

行政説明 

２５分 

 

実践事例発表 

６０分 

 

休憩 

 

 

 

講 演 

９０分 

質

疑

応

答 

 閉 

 会 

 行 

 事 

７ 内  容 

 (1) 行政説明 
    ・県教育局県立学校部保健体育課   指導主事   武田 直美 
(2) 実践事例発表 

  ・小学校指導事例   第６学年 特別活動（保健指導） 

            「共に生きる命」カ 心身ともに健康で安全な生活態度の育成 

             鴻巣市立鴻巣南小学校    堀  祐介  教  諭 

  ・中学校指導事例   第３学年 保健体育（保健分野） 

            「健康な生活と疾病の予防」イ 生活行動・生活習慣と健康 

             三郷市立早稲田中学校    菅野 恒典  主幹教諭 

  ・高等学校指導事例  第１学年 保健体育（科目保健） 

            「現代社会と健康」イ 健康の保持増進と疾病の予防 

             前 県立日高高等学校（現 県立川越南高等学校） 

                           根岸 怜子  教  諭  

  (3) 講 演 

   「学校におけるがん教育の実際」 
・講 師   日本女子体育大学 スポーツ健康学科 教授 
                博士（医学）  助友 裕子 氏 
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学
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ヘ
ル
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ロ
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シ
ョ
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－
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9
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友
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本
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1
5

中
学
校

保
健
体
育
科
（
保
健
分
野
）
【内
容
の
取
扱
い
】

(3
) 内
容
の

(1
)の
ア
の

(ｲ
)及
び

(ｳ
)に
つ
い
て
は
，
・
・
・

（
中
略
）
・
・
・
に
も
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
が
ん

に
つ
い
て
も
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

内
容
の

(1
)の
ア
の

(ｲ
)及
び

(ｳ
)

(1
)
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防

ア
(ｲ

)
運
動
，
食
事
，
休
養
及
び
睡
眠
の
調
和
の
と
れ
た
生
活

(ｳ
)
生
活
習
慣
病
な
ど

保
健
の
見
方
・
考
え
方

「
保
健
の
見
方
・
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
、
疾
病
や
傷
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

生
活
の
質
や
生
き
が
い
を
重
視
し
た
健
康
に
関
す
る
観
点
を
踏
ま
え
、
「
個
人

及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
課
題
や
情
報
を
、
健
康
や
安
全
に
関
す
る
原
則
や

概
念
に
着
目
し
て
捉
え
、
疾
病
等
の
リ
ス
ク
の
軽
減
や
生
活
の
質
の
向
上
、
健

康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
と
関
連
付
け
る
こ
と
」
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

6

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
学
び
の
過
程

保
健
に
つ
い
て
は
、
健
康
に
関
心
を
も
ち
、
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回

復
を
目
指
し
て
、
疾
病
等
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
た
り
、
生
活
の
質
を
高
め
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
知
識
の
指
導
に
偏
る
こ
と
な
く
、
三
つ
の
資
質
・能
力
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
こ
と
が
で
き
る
学
習
過
程
を
工
夫
し
、
充
実
を
図
る
。
ま
た
、

健
康
課
題
に
関
す
る
課
題
解
決
的
な
学
習
過
程
や
、
主
体
的
・
協
働
的
な
学

習
過
程
を
工
夫
し
、
充
実
を
図
る
。
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講　演 学校におけるがん教育の実際
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話
の
内
容

■
日
本
の
が
ん
の
現
状

■
が
ん
と
は
何
か

■
が
ん
教
育
の
背
景
と
課
題

■
が
ん
教
育
の
実
践
事
例

■
が
ん
教
育
の
効
果

10
13

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
変
化
（

19
47

-2
01

5）

出
典
：
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
「人
口
動
態
統
計
」

が
ん
は
死
亡
原
因
の
第
１
位

が
ん
死
亡
者
数
3
6
万
8
1
0
3
件
(
2
0
1
4
年
)

「
日
本
人
男
性
の
（
４
）
人
に
１
人
、
日
本
人
女
性

の
（
６
）
人
に
１
人
が
、
が
ん
で
死
亡
」

が
ん
の
生
涯
リ
ス
ク
は
男
性
6
3
％
、
女
性
4
7
％

「
日
本
人
の
（
２
）
人
に
１
人
が
が
ん
に
な
る
」

継
続
的
な
医
療
を
受
け
て
い
る
が
ん
患
者
は
約
1
5
2
万
人

日
本
の
が
ん
統
計

16
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

が
ん
罹
患
率
～
年
齢
に
よ
る
変
化
（
全
が
ん
） 17

（
出
典
）
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
情
報
サ
ー
ビ
ス
『
登
録
・
統
計
』
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日
本
の
が
ん
統
計

■
ど
の
部
位
の
が
ん
死
亡
が
多
い
か
（2

01
4年
）

■
ど
の
部
位
の
が
ん
罹
患
が
多
い
か
（2

01
2年
推
計
）

厚
生
労
働
省

人
口
動
態
統
計

に
よ
っ
て
把
握

全
国
が
ん
登
録
※

に
よ
っ
て
把
握

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

19

1位
2位

3位
4位

5位
男
性

肺
胃

大
腸

肝
臓

膵
臓

女
性

大
腸

肺
胃

膵
臓

乳
房

男
女
計

肺
大
腸

胃
膵
臓

肝
臓

1位
2位

3位
4位

5位

男
性

胃
大
腸

肺
前
立
腺

肝
臓

女
性

乳
房

大
腸

胃
肺

子
宮

男
女
計

大
腸

胃
肺

乳
房

前
立
腺

※
20

12
年
ま
で
は
都
道
府
県
地

域
が
ん
登
録
に
よ
る
推
計
値

– – –

20
10

52
(s

up
pl

)
37

8

6

21

日
本
人
の
た
め
の
が
ん
予
防
法

①
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
避
け
る
。

②
飲
む
な
ら
、
節
度
の
あ
る
飲
酒
を
す
る
。

③
食
事
は
偏
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
。

④
日
常
生
活
を
活
動
的
に
過
ご
す
。

⑤
体
形
は
、
適
正
な
範
囲
に
。

（
太
り
す
ぎ
な
い
、
や
せ
す
ぎ
な
い
。
）

⑥
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
検
査
と
適
切
な
措
置
を
。

機
会
が
あ
れ
ば
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
研
究
開
発
費

「
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
発
が
ん
性
・
が
ん
予
防
効
果
の
評
価
と
が
ん
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
提
言
に
関
す
る
研
究
」
研
究
班
作
成

22

日
本
に
お
け
る
が
ん
の
原
因

男
性
で
は
喫
煙
、
女
性
で
は
感
染
性
因
子

Ino
ue

M
et,

al.
An

na
ls 

Of
 O

nc
olo

gy
 20

12
;2

3(
5)

:1
36

2-
9

「
生
活
習
慣
改
善
に
よ
る
が
ん
予
防
法
の
開
発
と
評
価
」
研
究
班
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

htt
p:/
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i.n
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.go

.jp
/ca

n_
pr

ev
/ev

alu
ati

on
/28

32
.ht
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010203040506070809010
0

たばこ

お酒(さけ)・アルコール

細菌・ウイルス

ストレス

運動不足

太りすぎ

野菜を食べない

脂肪（油）の取りすぎ

食品添加物

魚や肉の焼けこげ

塩分の取りすぎ

遺伝

環境ホルモン

直射日光の当たりすぎ

その他

小
５

中
２

高
３

010203040506070809010
0

たばこ

お酒(さけ)・アルコール

細菌・ウイルス

ストレス

運動不足

太りすぎ

野菜を食べない

脂肪（油）の取りすぎ

食品添加物

魚や肉の焼けこげ

塩分の取りすぎ

遺伝

環境ホルモン

直射日光の当たりすぎ

その他

小
５

中
２

高
３

男
子

女
子

(%
)

(%
)

男
女
別
・
学
校
種
別
に
み
た
「
が
ん
の
原
因
」
の
認
知

出
典
：
植
田
，
他
．
学
校
保
健
研
究

20
14
；

56
(3

)：
18

5-
19

8．
26

が
ん
の
進
行
度
別
に
み
た

5年
生
存
率

全
国
が
ん
（
成
人
病
）
セ
ン
タ
ー
協
議
会

20
06
年
－

20
08
年
診
断
例

※
が
ん
は
大
き
さ
や
ほ
か
の
臓
器
へ
の
広
が
り
に
よ
っ
て
四
つ
の
進
行
度
に
分
け
て
考
え
ま
す
。
数
字
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
が
ん
が
進
行
し
て
い
る
状
態
で
す
。

30
全
国
が
ん
（
成
人
病
）
セ
ン
タ
ー
協
議
会

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

4
0

5
0

6
0

110

40
74

21
%

La
nc

et
20

02
(3

59
)

31

が
ん
検
診
受
診
率

非
常
に
低
い
日
本
の
受
診
率

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

37

胃
が
ん
検
診
受
診
率
（

40
～

69
歳

男
女
計
）

20
13
年

埼
玉
県
は
日
本
の
平
均
よ
り
や
や
低
い
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厚
生
労
働
省
の
が
ん
対
策

昭
和

37
年

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

設
置

昭
和

56
年

悪
性
新
生
物
が
死
亡
原
因
の
第
１
位
と
な
る

昭
和

59
年

対
が
ん

10
ヵ
年
総
合
戦
略

（
～
平
成

5年
）

平
成

6年
が
ん
克
服
新

10
ヵ
年
戦
略

（
～
平
成

15
年
）

平
成

16
年

第
３
次
対
が
ん

10
ヵ
年
総
合
戦
略
（
～
平
成

25
年
）

平
成

17
年

5月
が
ん
対
策
推
進
本
部

設
置
（
厚
生
労
働
省
）

平
成

18
年

4月
が
ん
対
策
推
進
室

設
置
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
）

平
成

18
年

6月
が
ん
対
策
基
本
法

成
立

平
成

18
年

10
月
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設

平
成

19
年

4月
が
ん
対
策
基
本
法

施
行

が
ん
対
策
推
進
協
議
会

設
置

平
成

19
年

6月
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
（
第

1期
）
策
定
（閣
議
決
定
）

平
成

24
年

6月
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
（
第

2期
）
策
定
（閣
議
決
定
）

平
成

25
年

12
月

が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
成
立

平
成

26
年

が
ん
研
究

10
か
年
戦
略
の
策
定
（
～
平
成

35
年
度
）

平
成

28
年

1月
全
国
が
ん
登
録
の
開
始

平
成

28
年

12
月

が
ん
対
策
基
本
法

改
正

平
成

29
年

8月
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
（
第

3期
）
策
定
（予
定
）

39

20
15

3

43

が
ん
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
人
に
・
ど
の
よ
う
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

ど
の
よ
う
な
人

ど
の
よ
う
な
影
響

影
響
の
種
類

（
＋
／
－
）

45

1
14

0
25

%
18

– – – –
Ca

nc
er

–
Ca

tch
y

–
Ca

us
ed

Ho
pe

Tr
ee

h
p:

//
w

w
w

.h
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e-
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ee
.jp

/
47

–12–



そ
の
２
．
小
児
が
ん
患
児

•
年
間
患
者
数

2,
00

0～
2,

50
0（
全
国
推
計
）

•
治
療
に
よ
る
合
併
症

•
成
長
発
達
期
の
治
療

•
少
な
い
情
報
（
治
療
・
医
療
機
関
）

•
○
○
県
病
院
内
教
育
研
究
会

（
院
内
学
級
の
例
）
○
○
県
立
○
○
特
別
支
援
学
校

○
○
市
立
○
○
小
学
校
○
○
学
級

•
が
ん
の
子
ど
も
の
教
育
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
※

–
診
断
時

–
入
院
中

–
復
学
後

–
タ
ー
ミ
ナ
ル

小
児
が
ん
患
児
自
身
の
教
育
・
自
立

家
族
に
向
け
た
長
期
的
支
援
や
配
慮

心
理
社
会
的
な
問
題
へ
の
対
応

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

※
が
ん
の
子
ど
も
を
守
る
会
．
が
ん
の
子
ど
も
の
教
育
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
．

20
02
．

ht
tp

://
w

w
w

.c
ca

j-f
ou

nd
.o

r.j
p/

49

配
慮
が
必
要
な
事
項

「
文
部
科
学
省

外
部
講
師
を
用
い
た
が
ん
教
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
平
成

28
年

4月
」
よ
り

•
小
児
が
ん
の
当
事
者
、
小
児
が
ん
に
か
か
っ
た
こ
と

の
あ
る
児
童
生
徒
が
い
る
場
合
。

•
家
族
に
が
ん
患
者
が
い
る
児
童
生
徒
や
、
家
族
を

が
ん
で
亡
く
し
た
児
童
生
徒
が
い
る
場
合
。

•
生
活
習
慣
が
主
な
原
因
と
な
ら
な
い
が
ん
も
あ
り
、

特
に
、
こ
れ
ら
の
が
ん
患
者
が
身
近
に
い
る
場
合
。

•
が
ん
に
限
ら
ず
、
重
病
・
難
病
等
に
か
か
っ
た
こ
と

の
あ
る
児
童
生
徒
や
、
家
族
に
該
当
患
者
が
い
た

り
家
族
を
亡
く
し
た
り
し
た
児
童
生
徒
が
い
る
場
合
。 51

※
緑
色
は
、
研
究
班
に
よ
る
健
康
影
響
予
測
評
価
の
見
解
と
同
一
の
も
の
。

教
員
の
負
担
軽
減
策

（
2）
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

全
国

21
か
所
の
道
府
県
・
指
定
都
市
に
お
い
て
、
学
校
に
お

け
る
「
が
ん
教
育
」
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会

等
に
よ
る
が
ん
の
教
育
用
教
材
の
作
成
・
配
布
、
専
門
医
等
の

講
師
派
遣
、
研
修
会
等
を
行
う
。

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

55

（
児
童
向
け
※

1 ）
（
教
員
向
け
※

2 ）

※
2）
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
が
ん
臨
床
研
究
事
業
「学
童
を
対
象
と
し
た
が
ん
教
育
指
導
法
の
開
発
お
よ
び
そ
の
評
価
」

研
究
代
表
者

助
友
裕
子
（
平
成

24
－

25
年
度
）

教
員
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
み

厚
生
労
働
省
研
究
班

57

※
1）
厚
生
労
働
省
が
ん
研
究
助
成
金
「
が
ん
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
総
合
的
が
ん
対
策
支
援
と
そ
の
評
価
の
具
体
的
方
法
に

関
す
る
研
究
」
研
究
代
表
者

石
川
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
光
一
（
平
成

20
－

22
年
度
）
分
担
研
究

教
育
機
関
及
び
家
庭
に
お
け
る
が
ん
の
知

識
の
普
及
に
関
す
る
研
究
（
研
究
分
担
者

片
野
田
耕
太
）
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が
ん
教
育
の
先
進
事
例
（
１
）
映
像
型

東
京
都
豊
島
区
教
育
委
員
会

豊
島
区

が
ん
に
関
す
る
教
育

が
ん
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う

58

•
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

第
一
部

①
保
健
所
職
員
「
荒
川
家
の
人
々
」
に
よ
る
寸
劇

②
研
究
者
「
あ
ら
博
士
」
に
よ
る
解
説
（
統
計
・
検

診
）

③
教
員
「
栄
養
士
」
に
よ
る
解
説
（
予
防
）

第
二
部

④
が
ん
患
者
に
よ
る
体
験
談

出
典
：
助
友
他
．
保
健
医
療
科
学

20
12

; 6
1(

6)
: 5

98
-6

06
．

が
ん
教
育
の
先
進
事
例
（
２
）
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
型

東
京
都
荒
川
区
保
健
所
健
康
推
進
課

59

が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

60

（
が
ん
患
者
会
に
よ
る
い
の
ち
の
授
業
）

（
写
真
）
三
好
綾
．
い
の
ち
の
授
業
－
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
－
．
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
が
ん
臨
床
研
究
事
業
「
学

童
を
対
象
と
し
た
が
ん
教
育
指
導
法
の
開
発
お
よ
び
そ
の
評
価
」
班
会
議
資
料

20
12
年

6月
14
日
．
よ
り

出
典
：
助
友
他
．
保
健
医
療
科
学

20
12

; 6
1(

6)
: 5

98
-6

06
．

が
ん
教
育
の
先
進
事
例
（
３
）
当
事
者
出
前
型

NP
O法

人
が
ん
サ
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま

62
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（
参
考
）
埼
玉
県
内
の
が
ん
患
者
会

64
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健
康
教
育
の
位
置
づ
け
の
見
直
し
を

◆
学
生
が
病
院
実
習
で
ホ
ス
ピ
ス
の
患
者
さ
ん
に
生
活
習
慣
病
の
患
者
さ
ん

と
同
じ
よ
う
に
接
し
て
い
た
、
と
指
摘
が
あ
り
、
あ
わ
て
て
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

の
先
生
を
お
招
き
し
、
先
日
、
授
業
で
ホ
ス
ピ
ス
患
者
の
心
理
に
つ
い
て
講

話
を
い
た
だ
い
た
。
話
を
聞
き
、
私
は
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
目
指
す
栄
養

教
育
し
か
学
生
に
教
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省
し
た
。

◆
学
校
・
職
域
・
地
域
い
ず
れ
に
し
て
も
、
不
健
康
な
生
活
習
慣
か
ら
く
る
疾
患

を
予
防
す
る
た
め
の
健
康
教
育
が
主
流
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
誰
し
も
死
を

迎
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
年
老
い
る
こ
と
や
病
気
に
な
る
こ
と
を
忌
み
嫌
う
の

で
は
な
く
、
受
け
入
れ
る
こ
と
も
健
康
教
育
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
「
死
の
準
備
教
育
」
の
必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る

が
、
健
康
教
育
と
は
切
り
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
気
が
す

る
。

…
…
（
中
略
）…

…
体
重
を
減
ら
し
た
り
、
検
査
数
値
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と

だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
支
援
も
健
康
教
育
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

（
赤
松
．
日
本
健
康
教
育
学
会
誌

20
11
；

19
(1

)） 68

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
う
児
童
を
育
て
る
指
導
の
工
夫

体
育
科
（
保
健
分
野
）
「
病
気
の
予
防
」
他

（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

6年
生
）

教
科
※

時
中
単
元

指
導
計
画

が
ん
の
教
育
※

保
健

1
病
気
の
起
こ
り
方

追
跡
！
病
気
の
原
因

★

保
健

2
病
原
体
が
も
と
に
な
っ
て
お

こ
る
病
気
の
予
防

進
め
！
ウ
イ
ル
ス
・
バ
ス
タ
ー
ズ

★

保
健

3
★

保
健

4
喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用
と

健
康

ど
う
し
て
ダ
メ
な
の
？
お
酒
と
た
ば
こ

た
ば
こ

保
健

5
保
健

6
知
ろ
う
薬
物
の
恐
ろ
し
さ

★

保
健

7
生
活
行
動
が
か
か
わ
っ
て

起
こ
る
病
気
の
予
防

生
活
習
慣
に
ひ
そ
む
病
気

が
ん
統
計
・
発

生
・
生
活
習
慣

総
合

8
が
ん
患
者
に
よ
る
体
験
談

が
ん
医
療
・
緩
和

ケ
ア
・
が
ん
患
者

の
生
活

保
健

9
地
域
の
様
々
な
保
健
活
動

目
指
せ
！
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

が
ん
検
診

総
合

10
健
康
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
提
案

★

※
保
健
；
体
育
（
保
健
）

総
合
；
総
合
的
な
学
習
の
時
間

★
；
適
宜
触
れ
る
程
度

70
久
保
田
．
第

80
回
小
学
校
教
育
研
究
協
議
会

20
12

が
ん
の
授
業
の
評
価

A区
内
小
学
校

（
5校
）

B区
内
小
学
校

（
4校
）

C市
内
中
学
校

（
1校
）

D県
内
高
等
学

校
（

1校
）

E県
内
特
別
支

援
学
校
（

1校
）

授
業
者

6学
年
担
任

6学
年
担
任

保
健
体
育
科

教
員

保
健
体
育
科

教
員

保
健
体
育
科

教
員

保
健
所
職
員

養
護
教
諭

が
ん
経
験
者

－
が
ん
経
験
者

位
置
づ
け

体
育
科

（
保

健
分
野
）

体
育
科

（
保

健
分
野
）

保
健
体
育
科

（
保
健
分
野
）

保
健
体
育
科

（
科
目
保
健
）

保
健
体
育
科

（
科
目
保
健
）

総
合
的
な

学
習
の
時
間

－
道
徳

－
－

内
容

予
防

〇
〇

〇
〇

〇

検
診

〇
〇

〇
〇

〇

医
療

〇
－

－
〇

－

患
者
体
験
談

〇
〇

〇
－

〇

指
導
方
法

保
健
所
に
よ
る

出
前
授
業

教
員
に
よ
る
教

科
指
導

教
員
に
よ
る
教

科
指
導
／
外

部
講
師
に
よ
る

講
話

教
員
に
よ
る
教

科
指
導

教
員
に
よ
る
教

科
指
導
／
外

部
講
師
に
よ
る

講
話

出
典
：
平
成

25
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
が
ん
臨
床
研
究
事
業
「
学
童
を
対
象
と
し
た
が
ん
教
育
指
導
法
の
開
発
お
よ
び
そ
の
評
価
」

（
研
究
代
表
者

助
友
裕
子

日
本
女
子
体
育
大
学

准
教
授
）

73
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た ば こ

お 酒 ・ ア ル コ ー ル

か た よ っ た 食 生 活

ス ト レ ス

細 菌 や ウ イ ル ス

遺 伝
塩 分 の と り す ぎ

運 動 不 足

肥 満
魚 や 肉 の 焼 け こ げ

大 気 汚 染

野 菜 ・ 果 物 不 足

環 境 ホ ル モ ン

食 品 添 加 物

無 回 答
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0
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6
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6
7
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6
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6
8
.2

5
8
.6

4
7
.9

1
6
.9

0
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5
4
.1

1
5
.3

1
9
.0

2
1
.1

2
6
.4

5
6
.9

4
2
.0

1
4
.9

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

事
前

調
査

 <
N

=
5
5
6
>
　

事
後

調
査

 <
N

=
5
2
2
>

（
％

）

Q
．

「
が

ん
」
の

原
因

に
な

る
と

思
う

も
の

（
複

数
選

択
）

子
ど

も

結
果

（
１

）

出
典

：
平

成
25

年
度

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

が
ん

臨
床

研
究

事
業

「
学

童
を

対
象

と
し

た
が

ん
教

育
指

導
法

の
開

発
お

よ
び

そ
の

評
価

」
（
研

究
代

表
者

助
友

裕
子

日
本

女
子

体
育

大
学

准
教

授
）

Q
．

「
が

ん
に

な
っ

た
人

」
を

ど
う

思
う

か
？

子
ど

も

か わ い そ う だ と 思 う

寝 た き り や 病 院 に い る

ぎ た 人

た ば こ や お 酒 を や り す

る
顔 色 が 悪 く て や せ て い

い つ も 落 ち こ ん で い る

別 か わ っ た こ と は な い

が ん だ か ら と い っ て 特

あ る
い つ も 明 る く て 元 気 が

そ の 他

無 回 答
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2
.4
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5
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7
.0

1
5
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5
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4
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1
6
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1
4
.2

6
.3

4
.4

1
.1

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

事
前

調
査

 <
N

=
5
5
6
>
　

事
後

調
査

 <
N

=
5
2
2
>

（
％

）

74

ど
の

よ
う

に
教

え
る

か
が

課
題

（
例

）
が

ん
死

の
要

因
別

PA
F※

Ino
ue

M
et,

al.
An

na
ls 

Of
 O

nc
olo

gy
 20

12
;2

3(
5)

:1
36

2-
9

「
生

活
習

慣
改

善
に

よ
る

が
ん

予
防

法
の

開
発

と
評

価
」
研

究
班

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

htt
p:/

/ep
i.n

cc
.go

.jp
/ca

n_
pr

ev
/ev

alu
ati

on
/28

32
.ht

ml
 

を
も

と
に

作
成

生
活

習
慣

が
大

事
不

明
な

こ
と

は
多

い

75

※
Po

pu
la

tio
n 

At
tri

bu
ta

bl
e 

Fr
ac

tio
n,

 人
口

寄
与

割
合

Q
．

将
来

、
が

ん
検

診
を

受
け

て
み

よ
う

と
思

い
ま

す
か

？

Q
．

が
ん

検
診

が
受

け
ら

れ
る

の
が

ど
こ

か
知

っ
て

い
ま

す
か

？

結
果

（
２

）

子
ど

も

子
ど

も

【
参

考
】

荒
川

区
：
が

ん
予

防
・
健

康
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

（
区

役
所

の
と

な
り

）

出
典

：
平

成
25

年
度

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

が
ん

臨
床

研
究

事
業

「
学

童
を

対
象

と
し

た
が

ん
教

育
指

導
法

の
開

発
お

よ
び

そ
の

評
価

」
（
研

究
代

表
者

助
友

裕
子

日
本

女
子

体
育

大
学

准
教

授
）

か
な

り
そ

う
思

う
少

し
そ

う
思

う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

あ
ま

り
そ

う
思

わ
な

い

全
く

そ
う

思
わ

な
い

わ
か

ら
な

い
無

回
答

（
思

う
・
計

）
（
思

わ
な

い
・

計
）

事
前

調
査
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N

=
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6
>
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前
南

千
住

駅
の
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前
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の

と
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な

い
無

回
答
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χ2
検

定

χ2
検

定

Q
.
家

族
と

「
が

ん
」
に

つ
い

て
話

し
た

こ
と

が
あ

る
か

出
典

：
平

成
25

年
度

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

が
ん

臨
床

研
究

事
業

「
学

童
を

対
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Ⅲ 平成２９年度 埼玉県がん教育授業研究会 １ ときがわ町立玉川小学校 
 
文部科学省委託事業「がんの教育総合支援事業」 

平成２９年度埼玉県「がん教育」授業研究会(小学校)実施要項 
 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 
そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 
３ 期  日  平成２９年１１月２８日（火） 
 
４ 会  場  ときがわ町立玉川小学校  比企郡ときがわ町玉川２６６６  
        ＊駐車場：ときがわ町役場本庁舎北側駐車場 

       ＊ＪＲ八高線 「明覚駅」よりバス３分「役場本庁舎」 下車 徒歩４分 

        ＊東武東上線 「嵐山駅」よりバス１５分「役場本庁舎」下車 徒歩４分 

 
５ 参加者対象  小学校教職員（体育科、養護教諭、保健主事等）及び指導主事 
       
６ 日  程 
（１）受  付 １２時５５分～        （ 体育館 ） 
（２）全 体 会 １３時１５分～１３時３５分  （ 体育館 ） 
（３）公開授業 １３時４５分～１４時３０分  （ 体育館 ） 
（４）研究協議 １４時５０分～１６時２０分  （ 体育館 ） 
 
７ 公開授業 

学年 授業者 単 元 名 

６年 能仲 和歌子 教諭 
  体育科（保健領域） 
   （３）「病気の予防」 

 
８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    課    長   加藤 健次 
  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  指 導 主 事   武田 直美 
  埼 玉 県 教 育 局 西 部 教 育 事 務 所  指 導 主 事   栗原 智靖 
  ときがわ町教育委員会学校教育総務課  主任指導主事   羽太 高裕 

 
埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准   教   授   七木田文彦 
  埼玉医科大学総合医療センター      准   教   授   儀賀 理暁 
  鴻 巣 市 立 鴻 巣 南 小 学 校      教 諭   堀  祐介 
  久 喜 市 立 菖 蒲 中 学 校      養 護 教 諭   永島 志乃 
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